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〔

2
〕

波
多
野
・
前
田
両
流
平
曲
の
消
長
（
奥
村
）

ず
る
な
ら
ば
、 例
え
ば
波
多
野
流
平
曲
家
の
系
譜
に
関
し
、

堂
派
は
、
更
に
山
中
久
一
・
波
多
野
孝

の
前
田
流
と
に
分
派
し
た
。

〔

1
〕

波
多
野
•
前
田
両
流
平
曲
家
の
系
譜
を
中
心
に

波
多
野
•
前
田
両
流
平
曲
の
消
長

平
家
物
語
を
琵
琶
の
間
奏
に
あ
わ
せ
て
語
る
、
い
わ
ゆ
る
平
曲
は
、

・
戸
島
方
ー
、
八
坂
流
ー
妙
聞
派
・
大
山
方
ー
の
二
流
六
派
に
分
か
れ
た
が
、

（
慶
安
四
年
没
）
を
祖
と
す
る
波
多
野
流
と
、

『
平
家
音
楽
史
』

中
世
期
に
お
い
て
、

そ
れ
ら
の
中
、
近
世
期
平
曲
の
中
心
勢
力
と
も
言
う
べ
き
師

高
山
誕
―
•
前
田
九
一
（
貞
享
二
年
没
）
ら
一
派

所
で
こ
の
場
合
、
「
波
多
野
流
は
最
初
か
ら
ふ
る
わ
な
か
っ
た
」
と
す
る
説
（
岩
波
大
系
本
『
平
家
物
語
（
上
）
』

56
頁
・
『
平
家
物
語
講
座
口
』

125
頁
等
）
が
有
力
で
あ
る
が
、
私
は
従
わ
な
い
。

251
頁
や
252
頁
に
示
さ
れ
る
如
き
類
（
下
記
〔
7
〕
項
の
固
囮
）
を
信

そ
れ
は
誠
に
寂
し
い
限
り
で
あ
り
、
不
振
の
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
『
平
家
音
楽
史
』
の
著
書
の
調
査

不
足
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

慶
長
八
年
し
安
永
六
年
の
間
の
権
成
者
（
検
校
昇
格
者
）
系
譜
を
記
し
た
『
三
代
関
』
（
東
北
大
学
狩
野
文
庫
に
文
久
二
年
の
転
写
本
が
あ
る
）

を
見
て
も
、
下
記
〔
7
〕
項
囚
の
如
く
、
波
多
野
孝
一
の
流
れ
を
汲
む
権
成
者
は
三
十
名
を
越
え
る
の
で
あ
る
。

奥

一
方
流
ー
師
堂
派
・
妙
観
派
・
源
照
派

村

雄

ー



ば
な
る
ま
い
。

二
年
桜
町
上
皇
聴
河
瀬
意
一
中
野
順
一
所
唱
」
云
々
に
よ
れ
ば
、

[2•1

]

下
記
〔
7
〕
項
の
個
囮
は
、

史
』
の
誤
記
と
す
べ
き
も
の
。

こ
れ
は

そ
れ
ぞ
れ
『
平
家
詞
曲
記
』
・
『
平
家
正
節
』
及
び
藤
村
性
禅
氏
の
所
説
と
し
て
、
『
平
家
音
楽
史
』

に
掲
げ
ら
れ
る
波
多
野
流
平
曲
家
の
系
譜
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
問
題
と
し
て
は
、
次
の
如
く
い
ろ
い
ろ
と
疑
問
が
多
い
。

先
ず
個
の
河
瀬
意
一
は
、
『
三
代
関
』
で
は
、
「
享
保
十
七
年
、
野
川
ら
く
一
・
高
浜
い
さ
一
を
そ
れ
ぞ
れ
祖
・
坊
と
し
て
検
校
に
な
っ

た
妙
観
派
の
人
」
と
さ
れ
る
。
そ
れ
と
別
に
「
河
瀬
意
一
は
宝
暦
の
頃
荻
野
知
一
に
波
多
野
流
の
秘
事
物
を
伝
授
し
た
」
と
い
う
よ
う
な

記
録
（
丹
羽
敬
仲
の
平
家
正
節
序
文
）
も
存
す
る
故
、
彼
は
妙
観
派
か
ら
師
堂
派
の
波
多
野
流
に
転
じ
た
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
彼

を
＾
波
多
野
孝
一
の
直
弟
子
と
し
て
、
そ
の
跡
を
次
い
だ
検
校
＞
と
見
る
事
は
到
底
で
き
な
い
。
第
一
、
慶
安
四
年
没
の
波
多
野
と
、
享

保
十
七
年
権
成
の
河
瀬
と
で
は
、
年
代
的
に
も
開
き
が
あ
り
す
ぎ
る
。
尤
も
『
平
家
音
楽
史
』

251.258
頁
の
記
述
「
平
家
詞
曲
記
日
寛
永

右
記
年
代
面
の
問
題
は
解
決
す
る
わ
け
だ
が
、

『
平
家
詞
曲
記
』

（
亀
田
安
道
著
）
原
本
で
は

「
寛
永
」
で
な
く
「
寛
延
」
と
な
っ
て
お
り
、

『
平
家
音
楽

そ
れ
が
「
桜

町
上
皇
」
の
年
代
に
も
符
合
す
る
の
で
あ
る
。

同
様
に
し
て
、
〔
7
〕
項
c
の
岸
部
検
校
を
波
多
野
孝
一
の
直
弟
子
と
見
る
事
も
、
年
代
的
に
不
合
理
で
あ
る
。

写
し
の
波
多
野
流
大
秘
事
本
（
奥
村
俊
郎
氏
蔵
）
の
奥
書
に
は
、
「
こ
の
本
は
岸
部
検
校
の
依
頼
で
大
秘
事
の
詞
章
を
整
え
た
も
の
だ
」
と

い
う
よ
う
な
記
述
が
あ
る
し
、
ま
た
「
岸
部
検
校
の
直
弟
子
藤
丸
氏
が
、
寛
政
十
一
年
に
波
多
野
流
小
秘
事
を
書
写
し
た
」
と
い
う
よ

う
な
徴
証
（
京
都
府
立
資
料
館
本
小
秘
事
の
奥
書
）
も
あ
る
。
当
然
、
波
多
野
孝
一
検
校
と
岸
部
検
校
と
の
間
に
何
人
か
の
検
校
名
を
補
わ
ね

安
永
二
年
松
岡
仲
良

そ
の
他
に
も
下
記
〔
7
〕
項
個
c
に
関
す
る
疑
問
は
多
い
。
尤
も
明
治
四
十
三
年
の
著
書
を
現
代
的
な
眼
で
批
判
す
る
の
は
、
或
意
味

で
酷
に
す
ぎ
る
わ
け
だ
が
、
し
か
し
翻
っ
て
考
え
る
に
、
i

ま
た
こ
れ
ら
『
平
家
音
楽
史
』
の
説
は
、
『
平
家
物
語
講
座
口
」
（
昭
和
三
十
二
年
）

129
頁
等
で
も
そ
の
ま
ま
と
り
上
げ
ら
れ
、
「
波
多
野
流
系
譜
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
事
情
も
あ
る
故
、
敢
え
て
一
言
し
た
次
第
で
あ
る
。

〔2
•
2

〕
一
方
、
下
記
〔
7

〕
項
凶
に
つ
い
て
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
『
三
代
関
』
や
『
表
控
』
に
よ
る
と
、
京
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波
多
野
・
前
田
両
流
平
曲
の
消
長
（
奥
村
）

波
多
野
流
が
中
心
勢
力
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前

〔

4
〕

と
い
う
事
で
、

ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る
。

例
え
ば

都
前
田
流
の
平
曲
を
学
ん
だ
は
ず
の
亀
田
意
一
や
荻
野
知
一
が
、

師
・
坊
主
と
し
て
権
成
し
た
〉

事
に
な
っ
て
い
る
が
、
〔
7
〕
項
の
囚
に
も
そ
れ
に
似
た
名
儀
上
の
み
の
師
弟
関
係
が
な
い
と
は
言
え
な

〔7
〕
項
囚
は
、
何
と
言
っ
て
も
公
的
な
記
録
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
〔
7
〕
項
岡
c
な
ど
従
来
の
説
に
比
べ
れ
ば
、
蓬

か
に
信
頼
度
が
高
い
は
ず
で
あ
る
。

史
的
展
開
に
関
し
種
々
の
考
察
を
試
み
る
事
が
で
き
る
わ
け
だ
が
、

か
く
し
て
下
記
〔
7
〕
項
囚
の
波
多
野
流
系
譜
を
信
ず
る
に
足
る
と
す
る
な
ら
ば
、
当
然
、
我
々
は
そ
こ
か
ら
、
波
多
野
流
の

そ
の
詳
述
は
別
稿
を
ま
つ
事
と
し
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
「
波
多

野
流
は
最
初
か
ら
全
く
不
振
だ
っ
た
」
と
い
う
通
説
を
批
判
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

[3•1

]

[3•11

]

[4•1

]

〔

3
〕

0ヽ

ーし

A
l
)

し

カ

こ
の
場
合
、

そ
う
言
え
ば

下
記
〔
7
〕
項
囚
と
前
田
流
平
曲
家
の
系
譜

（〔
7
〕
項
四
）
と
の
比
較
に
つ
い
て
も
詳
述
の
遣
は
な
い
が
、

＾
そ
れ
ぞ
れ
綾
谷
ほ
の
一
・
谷
崎
叶
一

（̂
i
)

一
六
四
三
年
以
前
（
慶
長
？
寛
永
期
）
の
権
成
者
と
し
て
、
波
多
野
流
に
は
松
賀
り
う
一
・
岡
本
へ
ん
一
の
二
名
が
認
め

ら
れ
る
が
、
前
田
流
に
は
そ
れ
が
な
い
。
（
且
）
『
三
代
関
』
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
る
小
田
切
り
よ
一
（
慶
長
八
年
権
成
）
が
、
波
多
野
流
一
派

と
も
言
う
べ
き
山
中
久
一
門
下
で
あ
る
の
に
対
し
、
高
山
誕
一
•
前
田
九
一
の
一
門
に
は
慶
長
期
の
権
成
が
な
い
＞
等
々
、
両
派
分
岐
当

時
に
お
け
る
波
多
野
流
の
盛
況
を
思
わ
せ
る
徴
証
が
あ
れ
こ
れ
認
め
ら
れ
る
。

更
に
『
三
代
関
』
所
掲
権
成
者
を
、
時
期
的
な
面
か
ら
五
・
六
十
年
ず
つ
三
期
に
区
切
り
、
前
期
（
一
六
六
0
年
頃
ま
で
）
、

中
期
（
一
七
二

0
年
頃
ま
で
）
、
後
期
（
一
七
二

0
年
頃
以
降
）
に
分
け
て
見
て
も
、
そ
の
前
期
の
権
成
者
は
、
波
多
野
流
四
名
・
前
田
流
五
名

要
す
る
に
波
多
野
•
前
田
両
流
分
岐
の
当
初
に
お
い
て
は
、
当
時
新
し
く
刊
行
さ
れ
た
流
布
本
平
家
物
語
の
支
持
派
と
し
て
、

『
台
徳
院
実
紀
』
（
改
訂
増
補
国
史
大
系
）
や
『
駿
府
記
』
（
国
書
刊
行
会
叢
書
）
の
記
述
そ
の
他
に
よ
る
と
、

田
流
の
祖
と
も
言
う
べ
き
高
山
誕
一
は
慶
長
十
八
年
、
金
山
奉
行
大
久
保
石
見
守
長
安
の
疑
獄
事
件
（
家
康
の
側
近
本
多
正
信
と
大
久
保
長
安

（
共
に
広
島
の
支
配
検
校
）
を
祖

3
 



で
あ
る
。

ず
な
の
で
あ
る
。

『
当
道
要
集
』
の
編
纂
さ
れ
た
寛
永
の
頃
、
波
多
野
孝
一
検
校
は
、
既
に
一
方
流
の
大
幹
部
と
し
て
六
老
の
地
位
に
あ
っ
た
が
、
前
田

九
一
は
未
だ
同
書
に
そ
の
名
前
さ
え
あ
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
前
田
九
一
が
京
都
を
離
れ
て
江
戸
に
下
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ

[4•2

]

総
検
校
伊
豆
円
一
は
じ
め
奥
田
・
木
村
・
村
田
等
妙
観
派
の
幹
部
連
も
関
与
し
た
ら
し
い
故
、

堂
派
の
波
多
野
・
前
田
両
流
対
立
に
当
り
、
妙
観
派
は
当
然
、
流
布
本
重
視
の
波
多
野
流
を
支
持
し
た
は
ず
で
あ
る
。
中
世
後
半
期
平
曲

の
中
心
勢
力
で
あ
り
、
近
世
に
入
っ
て
も
師
堂
派
に
次
ぐ
勢
を
も
っ
て
い
た
妙
観
派
が
然
り
と
す
れ
ば
、
他
の
流
派
も
恐
ら
く
そ
れ
と
同

歩
調
を
と
っ
た
事
で
あ
ろ
う
。

〔4
•
3

〕
右
記
に
関
連
し
て
、

家
音
楽
史
』

2
4
7

頁
所
引
の
『
平
曲
統
伝
記
』
に
は
、
「
山
中
某
•
岡
本
某
・
波
多
野
孝
一
あ
り
、
八
坂
流
の
余
濫
を
汲
み
た
る
長
原
某
に

学
び
」
云
々
の
記
述
が
あ
る
が
、

曲
は
衰
退
と
み
に
著
し
く
、

て
き
た
長
原
某
が
い
た
の
で
、
好
便
に
八
坂
流
平
曲
を
学
ん
だ
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
波
多
野
孝
一
と
並
記
さ
れ
る
事
か
ら
し
て
も
、
山

中
某
•
岡
本
某
は
そ
れ
ぞ
れ
波
多
野
の
師
山
中
久
一
及
び
波
多
野
の
門
弟
岡
本
へ
ん
一
を
指
す
と
見
な
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
錯
々
た

る
師
堂
派
幹
部
が
、
揃
っ
て
八
坂
流
に
入
門
す
る
と
い
う
よ
う
な
事
は
、
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
当
時
に
お
け
る
八
坂
流
平

一
方
流
へ
の
転
向
者
も
続
出
し
た
ら
し
い
事
な
ど
、
『
平
曲
譜
本
の
研
究
』

22
頁

l
そ
の
他
に
述
べ
た
如
く

[4•31

]

ま
た
一
方
、

公
的
に
は
妙
観
派
検
校
と
し
て

こ
れ
も

当
然
、
山
中
久
一
や
波
多
野
孝
一
の
流
源
が
勢
力
を
も
っ
た
は

当
時
は
他
流
派
か
ら
師
堂
派
波
多
野
流
へ
の
転
向
者
も
か
な
り
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。
例
え
ば
『
平

流
布
本
の
成
立
に
は
、

＾
た
ま
た
ま
八
坂
流
か
ら
一
方
流
師
堂
派
—
特
に
山
中
久
一
・
波
多
野
孝
一
の
一
派
ー
に
転
向
し

た
理
由
の
一
端
も
、
そ
の
辺
に
求
め
ら
れ
よ
う
か
。

の
争
い
）
に
連
座
し
て
失
脚
し
た
模
様
で
あ
る
。

「
享
保
十
七
年
、
野
川
ら
く
一
・
高
浜
い
さ
一
を
そ
れ
ぞ
れ
祖
・
坊
と
し

て
権
成
し
た
」
（
三
代
関
）
と
さ
れ
る
河
瀬
意
一
も
、
実
際
面
で
は
左
記

(
i
)
l
（
面
）

そ
の
頃
に
お
い
て
は
、

の
如
く
、
師
堂
派
波
多
野
流
検
校
と
し
て
活
躍
し 師

4
 



波
多
野
・
前
田
両
流
平
曲
の
消
長
（
奥
村
）

た
ら
し
い
徴
証
が
い
ろ
い
ろ
認
め
ら
れ
る
。
や
は
り
妙
観
派
か
ら
波
多
野
流
に
転
向
し
た
例
と
言
え
よ
う
。

(
i
)
「
荻
野
知
一
検
校
は
波
多
野
流
の
河
瀬
検
校
に
つ
い
て
学
び
、
宝
暦
九
・
十
年
に
そ
れ
ぞ
れ
小
秘
事
・
大
秘
事
を
習
得
し
た
」
と

い
う
丹
羽
敬
仲
の
『
平
家
正
節
』
序
文
の
記
事
。
（
社
）
「
河
源
検
校
の
時
代
に
堀
景
山
・
今
枝
栄
済
等
の
校
考
し
た
写
本
が
あ
っ
た
」
と

い
う
『
追
増
平
語
偶
談
』
の
記
事
。
（
面
）
「
寛
保
二
年
、
桜
町
上
皇
が
河
瀬
意
一
・
中
野
順
一
の
平
曲
を
聴
か
れ
た
」
と
い
う
『
平
家
詞

曲
記
』
の
記
事
等
々
。

右
記

(
i
)
（
且
）
は
そ
れ
ぞ
れ
「
河
瀬
検
校
」
と
の
み
あ
る
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
し
て
、

時
代
的
に
も
矛
盾
が
な
い
し
、
第
一
、
彼
以
外
に
河
瀬
検
校
と
称
す
べ
き
人
は
全
く
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た

〔

4

．3
1
1〕

堂
文
庫
蔵
本
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
や
は
り
、
波
多
野
流
の
人
が
妙
観
派
の
本
を
用
い
て
節
ハ
カ
セ
を
付
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
妙
観
派
の

人
達
が
師
堂
派
波
多
野
流
を
志
向
し
た
為
の
現
象
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
う
言
え
ば
こ
の
静
嘉
堂
本
は
、
そ
の
本
文
詞
章
に
お
い
て
、
既
に
或
程
度
師
堂
派
へ
の
接
近
が
認
め
ら
れ
、
波
多
野
流
の
節
ハ
カ
セ
が

付
さ
れ
る
べ
き
下
地
を
な
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
そ
の
本
文
は
、
＾
（
i
）
大
秘
事
の
「
宗
論
」
「
剣
」
を
欠
き
、
「
鏡
」
を
た

て
る
事
、
（
且
）
巻
六
の
末
に
「
邦
綱
卿
沙
汰
」
の
句
を
た
て
る
事
¥
等
々
、
い
わ
ゆ
る
妙
観
派
諸
本
（
京
師
本
・
神
宮
文
庫
本
そ
の
他
）

に

似

た

面

が

多

い

が

、

ま

た

一

方

、

＾

（

面

）

「

妓

王

」

の

後

で

な

く

、

「

清

水

炎

上

」

の

後

に

お

か

れ

る

〉

事

な

ど
、
む
し
ろ
師
堂
派
の
本
に
近
い
面
も
存
す
る
。

〔

4

．3
2〕

妙
観
派
の
本
文
詞
章
に
師
堂
派
波
多
野
流
の
節
ハ
カ
セ
を
付
し
た
ら
し
い
も
の

「
我
身
栄
花
」

一
応
、
河
顛
意
一
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。

師
堂
派
と
他
流
派
と
の
交
流
と
言
え
ば
、
「
妙
観
・
源
照
・
戸
島
各
派
の
人
々
は
事
実
上
、
前
田
流
に
属
し
た
と
思
わ
れ

る
」
と
す
る
説
（
岩
波
大
系
本
『
平
家
物
語
（
上
）
』
解
説
そ
の
他
渥
美
か
を
る
氏
）
も
あ
る
が
、
両
流
分
派
の
初
期
頃
は
、
む
し
ろ
波
多
野
流
へ

更
に
波
多
野
流
譜
本
に
は
、

の
句
が

の
『
追
増
平
語
偶
談
』
も
波
多
野
流
平
曲
関
係
の
書
物
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
並
記
さ
れ
た
人
名
は
す
べ
て
波
多
野
流
関
係
の
人
で
あ
る
し
、

（
静
嘉

波
多
野
流
検
校
と
明
記
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

(~11) 

（且）

（凪）

ま、
9
ー
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ま
た
師
堂
派
波
多
野
流
と
妙
観
派
と
の
関
係
に
つ
き
、
渥
美
氏
に
は
「
当
時
（
荻
野
知
一
が
上
洛
し
た
宝
暦
三
年
頃
）
の
波
多
野
流
は
す
っ

か
り
衰
え
て
い
た
為
、
妙
観
派
（
ま
た
は
そ
の
他
の
流
派
）
の
検
校
に
よ
っ
て
伝
統
が
保
た
れ
た
」
と
い
う
よ
う
な
推
論
（
大
学
堂
書
店
刊

『
平
家
正
節
の
研
究
』

206
頁
そ
の
他
）
が
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
私
の
主
張
は
あ
く
ま
で
「
初
期
波
多
野
流
の
盛
況
」
で
あ
り
、
敢
え
て
十
八

世
紀
後
半
頃
の
事
に
ま
で
言
挙
げ
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
右
記
渥
美
氏
説
に
は
疑
問
を
懐
く
。

当
時
の
妙
観
派
が
、
京
都
平
曲
と
し
て
の
波
多
野
流
を
代
っ
て
支
え
る
位
に
、
優
勢
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
幕
末
期
頃
、
妙
観
派
平
曲

が
殆
ん
ど
そ
の
根
跡
を
残
さ
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
近
世
期
平
曲
の
中
心
勢
力
は
や
は
り
師
堂
派
だ
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
ま

た
近
世
後
半
期
に
お
け
る
波
多
野
流
の
勢
い
は
確
か
に
前
田
流
に
及
ば
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

れ

を

伝

え

て

い

た

。

明

治

期

に

入

っ

て

か

ら

も

、

な

お

京

都

に

は

奥

村

允

懐

一

そ

の

弟

子

藤

村

性

禅

の

如

き

波

多

野
流
検
校
が
お
り
、
そ
の
藤
村
の
門
弟
と
し
て
も
、
湯
浅
半
月
・
岩
田
喜
八
・
冷
泉
為
継
・
大
橋
四
五
六
・
村
上
竹
次
郎
・
川
合
長
蔵
・

瀬
川
正
夫
・
宇
野
某
な
ど
あ
ま
た
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
、
湯
浅
半
月
の
平
曲
は
、

傑
作
集
』

49
集
（
昭
和
九
年
）
に
、

そ
の
一
部
が
採
録
さ
れ
て
い
る
し
、

掲
兼
常
清
佐
氏
論
文
に
そ
の
採
譜
の
一
部
が
付
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
初
期
波
多
野
流
の
盛
況
に
つ
い
て
述
べ
た
わ
け
だ
が
、
更
に
は
前
記
（
〔
3
•
1
1

〕
項
）
『
三
代
関
』
所
掲
権
成
者
を
三

区
分
し
た
そ
の
後
期
（
一
七
二

0
年
頃
以
降
）
を
見
て
も
、
波
多
野
孝
―
一
派
の
十
八
名
は
前
田
九
―
一
派
の
十
六
名
を
凌
ぐ
。
尤
も
こ
の

＾
京
都
前
田
流
の
荻
野
知
一

前
記
（
〔
2
.
2
〕
項
）

＾
名
儀
上
の
師
弟
関
係
¥

そ
れ
で
も
か
な
り
最
近
ま
で
そ
の
流

（
明
治
十
七
年
没
）
や
、

コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
の
『
邦
楽

『
日
本
の
音
楽
』
（
大
正
二
年
）
所

ま
た
例
え
ば

が
河
瀬
検
校
か
ら
波
多
野
流
秘
事
物
を
伝
授
さ
れ
、

羽
敬
仲
の
平
家
正
節
序
文
に
よ
る
）
事
な
ど
、
＾
波
多
野
•
前
田
両
流
の
相
互
交
渉
ー
更
に
は
師
堂
派
と
他
流
派
と
の
相
互
交
渉
ー
と
い
う
問
題

と
い
う
問
題
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
し
、

更
に
そ
れ
を
波
多
野
流
の
石
塚
検
校
に
伝
え
た
＞
（
丹

（
昭
和
六
十
一
年
四
月
勉
誠
社
か
ら
刊
行
予
定
の
小
著
『
波
多
野
流
平
曲
譜
本
の
研
究
』
第
四
章
に
詳
し
い
）
も
残
さ
れ
る
。
右
記
「
十
八
名
[
•
十
六

よ
う
な
現
象
に
つ
い
て
は
、

〔

5
〕

の
転
向
者
が
多
か
っ
た
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
藤
村
平
曲
に
つ
い
て
は
、

6
 



波
多
野
・
前
田
両
流
平
曲
の
消
長
（
奥
村
）

し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、

権
成
し
た
四
名
（
星
合
・
吉
沢
・
川
崎
・
牧
野
）
な
ど
は
、

名
」
と
い
う
よ
う
な
権
成
者
数
が
、
直
ち
に
十
八
世
紀
ー
十
九
世
紀
前
半
頃
に
お
け
る
波
多
野
・
前
田
両
流
の
勢
力
関
係
を
示
す
わ
け
で

は
な
い
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

〔5
•
1

〕
そ
う
い
う
意
味
で
、
前
田
一
派
の
権
成
者
数
が
波
多
野
一
派
の
そ
れ
を
凌
駕
す
る
の
は
、
結
局
、
前
記
〔
3
•
1
1

〕
項
の

中
期
、
つ
ま
り
一
六
六

0
年
頃
か
ら
一
七
二

0
年
頃
に
か
け
て
の
約
六
十
年
間
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
前
田
一
派
の
権
成
者
が
三
十
九
名
に

[5•11

]

達
し
、
確
か
に
波
多
野
一
派
の
権
成
者
十
名
に
比
し
、
圧
倒
的
な
優
勢
と
言
え
る
。

而
し
て
こ
の
頃
に
お
け
る
前
田
流
の
優
勢
は
、
従
来
か
ら
も
言
わ
れ
る
如
く
、
＾
前
田
九
一

（
慶
安
四
年
没
）
よ
り
三
十
数
年
も
後
ま
で
活
躍
し
た
¥
事
と
か
、

ど
の
事
情
が
、
徐
々
に
反
映
し
て
行
っ
た
結
果
と
見
ら
れ
る
。

[5•2

]

江
戸
を

（
貞
享
二
年
没
）
が
、
波
多
野

＾
前
田
流
が
京
都
以
外
の
各
地
へ
も
展
開
し
て
行
っ
た
＞
事
な

右
記
（
〔
5

．1
1
〕
項
）
の
後
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
前
述
の
如
く
＾
両
流
分
岐
当
初
、
京
都
で
は
波
多
野
流
が
優
勢
だ

っ
た
為
、
前
田
九
一
は
や
む
な
く
江
戸
に
下
っ
た
＞
と
い
う
よ
う
な
事
も
考
え
ら
れ
そ
う
だ
が
、
し
か
し
結
果
的
に
は
、
そ
れ
が
前
田
流

に
幸
い
し
た
。
江
戸
に
転
出
し
た
か
ら
こ
そ
、
幕
府
の
保
護
を
得
て
、
各
地
各
藩
に
展
開
す
る
事
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

前
田
九
一
の
直
弟
子
七
名
の
中
に
は
、
山
下
五
一
な
ど
京
都
で
の
門
弟
も
存
す
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
が
、
さ
し
当
り
万
治
年
間
以
降
に

ま
た
右
記
吉
沢
弘
一
は
、
『
名
古
屋
市
史
』

孝

江
戸
で
の
弟
子
だ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
万
治
三
年
権
成
の
吉
沢
弘
一

と
平
家
に
関
す
る
評
論
を
な
せ
し
事
あ
り
」
（
名
古
屋
市
史
）
と
い
う
よ
う
な
記
述
が
あ
り
、

『
也
有
自
筆
平
語
』
（
角
川
書
店
刊
）
の
解
題
35
頁
等
に
も
「
吉
沢
弘
一
検
校
は
前
田
の
江
戸
に
お
け
る
弟
子
」
と
い
う
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。
と
す
れ
ば
、
吉
沢
と
ほ
ぼ
同
期
ま
た
は
そ
れ
以
降
の
権
成
者
も
江
戸
に
お
け
る
前
田
の
弟
子
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

の
記
述
を
そ
の
他
に
よ
り
、
尾
張
藩
主
光
友
に
抱
え
ら
れ
た
事
が
知
ら
れ
る
が
、

前
田
九
一
江
戸
下
り
の
時
期
は
必
ず

に
つ
い
て
は
、
「
延
宝
元
年
吉
沢
検
校
江
戸
の
邸
に
て
同
朋
田
中
万
阿
弥

江
戸
前
田
流
の
人
だ
っ
た
事
を
思
わ
せ
る
。

中
心
と
し
た
前
田
流
の
検
校
達
に
は
こ
の
種
の
例
が
多
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

7
 



〔

6
〕

『
平
語
』

[5•21

]

更
に
こ
の
種
の
例
は
、
江
戸
前
田
流
に
限
ら
ず
、
京
都
前
田
流
の
検
校
達
に
も
少
く
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。

＾
京
都
前
田
流
の
寺
尾
勾
当
に
師
事
し
た
荻
野
知
一
が
、
明
和
八
年
か
ら
尾
張
に
移
り
住
ん
で
藩
主
宗
睦
に
引
見
し
、
そ
こ
で
多
く
の
門

弟
を
育
て
つ
つ
、
平
家
正
節
を
編
ん
だ
＞
（
丹
羽
敬
仲
の
平
家
正
節
序
文
そ
の
他
に
よ
る
）
ら
し
い
事
な
ど
、
衆
知
の
所
だ
ろ
う
。

ま
た
横
井
也
有
写
し
の
譜
本
『
平
語
』

ゅ
ん
一
も
、

巻
頭
の
注
記
等
に
よ
れ
ば
、

権
成
の
後
に
は
尾
張
に
移
り
住
み
、

の
注
記
は
、

西
沢
れ
一
検
校
・
谷
浦
勾
当
な
ど
数
多
の
弟
子
を
育
て
た
模
様
で
あ
る
。
尤
も
右
記

こ
の
譜
本
を
伝
え
た
人
の
一
人
と
し
て
山
下
検
校
の
門
弟
「
桐
山
検
校
」
を
挙
げ
、
「
丹
波
人
也
移
子
洛
随
師
十

『
三
代
関
』

八
才
而
伝
平
語
一
部
焉
、
壮
年
蒙
瑞
竜
公
寵
住
干
尾
陽
」
云
ミ
と
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
私
は
こ
の
桐
山
検
校
を
『
三
代
関
』
で
貞
享
四

年
権
成
と
さ
れ
る
桐
山
ゆ
ん
一
と
見
な
し
た
い
。
に
示
さ
れ
る
系
譜
「
山
下
五
一
ー
松
岡
勾
当
ー
桐
山
ゆ
ん
一
」
と
、
『
平

語
』
巻
頭
に
注
記
さ
れ
る
系
譜
「
山
下
検
校
ー
桐
山
検
校
」
と
の
ズ
レ
な
ど
、
余
り
目
く
じ
ら
を
た
て
る
程
の
事
で
も
あ
る
ま
い
。

更
に
は
荻
野
の
兄
弟
子
亀
田
意
一
も
、
『
平
曲
正
節
』
（
京
都
大
学
蔵
）
巻
一
裏
表
紙
の
注
記
や
、
『
平
家
詞
曲
記
』
（
亀
田
意
一
の
子
息
安
道

著
）
．
『
太
平
楽
亭
平
曲
集
成
』
（
松
田
謹
孝
著
）
の
記
述
等
に
よ
り
、
も
と
も
と
は
、

に
師
事
し
た
と
見
ら
れ
る
が
、
明
和
二
年
権
成
の
後
に
は
江
戸
に
下
っ
た
ら
し
く
、
天
明
七
年
彼
が
江
戸
惣
録
に
な
っ
た
旨
の
記
述
（
視

聴
草
）
も
存
す
る
。
尚
こ
の
亀
田
に
つ
い
て
は
、
福
直
叶
一
が
文
化
五
年
亀
田
を
坊
と
し
て
権
成
し
た
旨
の
記
述
（
座
下
控
）
も
あ
る
が
、

福
直
は
後
に
広
島
の
支
配
検
校
と
な
っ
た
人
で
あ
る
故
、
亀
田
は
、
江
戸
惣
録
を
辞
し
て
後
、
広
島
に
移
り
住
み
、
門
弟
を
育
て
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
『
平
家
正
節
の
研
究
』
所
載
渥
美
氏
論
文
な
ど
も
参
照
の
事
。

と
も
あ
れ
権
成
者
の
系
譜
な
ど
に
見
る
限
り
、
前
田
一
派
の
勢
力
が
波
多
野
一
派
に
比
し
圧
倒
的
だ
っ
た
の
は
、
概
ね
寛
文
ー

享
保
初
期
あ
た
り
の
五
・
六
十
年
間
で
あ
り
、
両
流
分
岐
以
後
、
終
始
、
前
田
流
が
リ
ー
ド
し
て
い
た
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

[6•1

]

そ
う
言
え
ば
、
京
都
前
田
流
に
限
っ
て
の
話
で
あ
る
が
、
＾
＋
八
世
紀
半
ば
頃
に
お
け
る
そ
の
衰
微
状
態
は
極
に
達
し
て
お

り
、
荻
野
知
一
が
前
田
流
の
秘
事
物
を
学
ぶ
べ
き
師
さ
え
な
か
っ
た
¥
と
い
う
よ
う
な
指
摘
（
丹
羽
敬
伸
の
平
家
正
節
序
文
）
も
あ
る
。

山
下
五

京
都
前
田
流
の
豊
田
賀
一
及
び
そ
の
弟
子
寺
尾
勾
当

（
京
都
に
お
け
る
前
田
の
高
弟
）
の
孫
弟
子
に
当
る
桐
山

例
え
ば

8
 



そ
れ
ぞ
れ
波
多
野
流
及
び
前
田
流
平
曲
家
の
系
譜
で
あ
る
が
、
そ
の
囚
・
仰
は
、

関
』
に
よ
り
、
山
中
久
一
ー
波
多
野
孝
一
及
び
高
山
誕
一
ー
前
田
九
一
の
系
を
ひ
く
検
校
達
の
師
弟
関
係
を
改
編
整
理
し
た
も
の
。
ま
た

固
c
は
参
考
ま
で
に
、
『
平
家
音
楽
史
』
で
「
波
多
野
流
系
譜
」
と
し
て
示
さ
れ
る
も
の
を
整
理
し
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

囚
⑪
の
場
合
、
人
名
の
左
側
に
括
弧
付
き
で
記
し
た
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
成
し
た
（
検
校
に
な
っ
た
）
年
を
、
西
暦
で
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

波
多
野
・
前
田
両
流
平
曲
の
消
長
（
奥
村
）

そ
の
中
、

左
記
囚
l
回
は
、
前
述
の
如
き
事
情
を
具
体
的
に
示
す
為
、
波
多
野
・
前
田
両
流
平
曲
家
の
系
譜
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

〔

7
〕

に
な
る
。

囚
l
c
及
び
仰
は
、

波
多
野
・
前
田
両
流
平
曲
家
の
系
譜

（
文
政
五
年
飯
田
利
矩
編
）

ゃ

『
広
島
市
史
』

瀬
・
橋
本
・
中
川
・
綾
谷
・
岩
永
・
綾
谷
・
谷
崎
・
谷
永
・
三
宅
・
手
島
（
勾
当
）
・
豊
直
•
福
直
・
手
島
」

れ
る
が
、

前
田
九
一
の
流
れ
を
汲
む
者
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
右
記
の
中
、
特
に
小
瀬
・
中
川
・
綾
谷
・
谷
崎
等
の
場
合
は
、
『
三
代

関
』
で
次
の
如
き
系
譜
関
係
が
認
め
ら
れ
る
が
、
小
瀬
じ
ゅ
ん
一
は
寛
永
十
五
年
の
権
成
で
あ
り
、
前
田
の
最
高
弟
山
下
五
一
の
権
成
よ

り
も
六
年
早
い
。
従
っ
て
そ
の
師
に
当
る
松
下
・
飯
田
・
石
崎
等
は
、
年
代
的
に
言
っ
て
前
田
九
一
の
同
輩
格
ま
た
は
先
輩
格
と
い
う
事

石
崎
た
ん
一
ー
飯
田
ね
ん
一
ー
松
下
も
ん
一
ー
小
瀬
じ
ゅ
ん
一
ー
中
川
う
ん
一
ー
束
ぎ
一
ー
綾
谷
ほ
の
一
ー
谷
崎
叶
一

(
1
6
8
3
)

（1
6
9
0
)

（1
7
3
6
)

（1
7
4
9
)
 

そ
の
他
に
よ
る
と
、

前
記
＾
京
都
以
外
の
各
地
に
展
開
し
た
平
曲
〉
も
、

芸
州
広
島
の
歴
代
支
配
検
校
と
し
て
、

そ
の
す
べ
て
が
前
田
流
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

『
知
新
集
』

例
え
ば

「
小
瀬
•
吉
村
（
勾
当
）
•
平

な
ど
の
諸
検
校
が
あ
げ
ら

そ
れ
ぞ
れ
『
三
代

，
 



ー
山
瀬
お
く
一
ー
ー
関
川
く
わ
い
―
|
ー
池
永
と
一
沖
嶋
の
一

(
1
6
5
8
)
(
1
6
7
5
)

（

1
6
9
0
)
(
1
7
0
8
)
 

ー
池
嶋
り
や
う
一

(
1
7
1
2
)
 

ー
石
坂
よ
一

(
1
7
2
3
)
 

波
多
野
孝
一
ー
河
瀬
意
一
ー
（
荻
野
知
一
）
ー
石
塚
某
ー
奥
村
允
懐
一

同
ー
藤
村
性
禅
氏
の
説
（
『
平
家
音
楽
史
』

252
頁
ー
所
掲
）

—
湯
浅
吉
郎

波
多
野
検
校
—
岸
部
検
校
ー
岸
並
検
校
ー
権
田
検
校
ー
寺
内
検
校
ー
奥
村
検
校
ー
藤
村
検
校
—
ー
宇
野
某

(C) ⑧
同
ー
『
平
家
音
楽
史
』

(251
頁
）
の
説
ー
平
家
詞
曲
記
・
平
家
正
節
に
よ
る

ー
山
田
し
ゅ
一
ー
ー
長
野
お
一

(
1
6
6
0
)
(
1
7
0
0
)
 

山
中
久
一
ー
波
多
野
孝
一
ー
ー
松
賀
り
う
一
ー

(
1
6
4
2
)
 

ー
岡
本
へ
ん
一

(
1
6
4
3
)
 
ー
豊
島
ゆ
一
ー
|

(
1
6
8
5
)
 

—
瀬
川
正
夫

ー
大
坂
の
門
人
（
三
名
）

ー
川
合
長
蔵

ー
村
上
竹
次
郎

ー
大
橋
四
五
六

ー
冷
泉
為
継

ー
豊
藤
吉
一
ー
土
居
沢
如
折
一

(
1
7
6
5
)
(
1
7
7
5
)
 

ー
豊
藤
と
も
一
ー
—

(
1
7
3
3
)
ー
豊
波
女
意
一
ー
—
豊
浦
お
と
の
一

(
1
7
5
1
)

（

1
7
7
3
)
 

ー
豊
永
お
つ
の
一

(
1
7
6
7
)
 

ー
岩
田
喜
八

—
松
賀
勾
当
村
野
井
ひ
も
ん

ー

瀬

野

（

尾

）

勾

当

ー

＿

（

1

7

6

1

)

ー
湊
そ
も
一

(
1
7
0
0
)
 

ー
北
沢
ゆ
一

(
1
7
1
2
)
 

（
安
藤
）

ー
照
嶋
や
ゑ
一
太
田
七
五
三
一

（

太

田

）

（

1

7

4

4

)

(

1

7

5

5

)

ー
岩
波
み
お
一
ー

1

7

1

2

)

I

福

田

た

そ

一

）
 

（
 

(
1
7
6
6
 

ー

歳

田

勢

一

今

村

勾

当

(

1

7

4

6

)

ー

清

嶋

た

の

一

(
1
7
7
3
)
 

め
，
波
多
野
流
平
曲
家
の
系
譜
ー
「
三
代
関
』
の
記
述
を
中
心
と
す
る

ー
木
村
と
専
一

（

西

村

）

（

1

7

5

7

)

ー
松
村
た
せ
ん
一
ー

(
1
7
4
2
)
ー
西
川
み
ね
一
秋
本
お
き
一

(
1
7
4
8
)

（

1
7
7
3
)
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ー
岡
島
さ
い
一

(
1
6
5
5
)
 

高
山
誕
一
ー
前
田
九
一
ー

ー
星
合
え
つ
一

(
1
6
5
9
)
 

—
磯
浦
り
の
一

ー
豊
浪
や
ま
―
|
|
（
1
7
1
2
)

(
1
6
9
6
)
一
ー
武
井
き
か
一

(
1
7
1
2
)
 

—
鈴
木
み
さ
一

ー
宮
田
勾
当
ー
一
(
1
7
1
2
)

ー
永
田
そ
う
一

(
1
7
1
2
)
 

ー
上
村
ま
さ
一
ー
ー
上
村
じ
ん
一

(
1
7
0
6
)
（
1
7
1
6
)
 

ー
秋
山
ご
ん
一
ー
ー
岸
田
き
の
一

(
1
7
1
2
)
（
1
7
1
3
)
 

ー
香
崎
さ
ん
一

(
1
7
1
6
)
 

ー
静
間
り
ん
一

(
1
6
6
3
)
 

ー
永
井
り
や
う
一
ー
永
浦
か
の
一

ー
山
下
五
一
ー
ー
上
田
り
ゃ
う
一
ー
—
岩
井
松
一
—
|
(
1
7
6
5
)

(
1
6
4
4
)
（
1
6
7
4
)
（
1
7
1
2
)
ー
山
崎
つ
い
一

(
1
7
1
6
)
 

ー
高
松
お
一

(
1
7
3
4
)
 

ー
佐
島
し
か
の
一

(
1
7
4
3
)
 

ー
豊
田
賀
一
—
ー
ー
桜
川
す
う
一

(
1
7
1
1
)
（
1
7
4
6
)
 

ー
村
本
じ
ゅ
ん
一

(
1
7
6
 o) 

ー
村
上
ま
か
一

(
1
6
9
9
)
 

ー
山
路
ふ
ん
一

(
1
7
1
2
)
 

ー
山
田
ろ
一

(
1
6
9
9
)
 

一
ー
外
山
き
ん
一
ー
ー
ー
関
川
き
そ
一

(
1
6
9
3
)
(
1
7
1
3
)
 

ー

杉

坂

勾

当

川

口

直

一

(
1
7
6
7
)
 

.
—
高
山
か
つ
う
一
(
1
7
1
4
)
 

ー
浜
田
や
そ
一
浜
田
も
ん
一
ー
ー
勝
山
か
つ
一

(
1
6
8
8
)
（
1
7
0
3
)
（
1
7
1
6
)
 

ー
西
村
り
ん
一

(
1
7
1
6
)
 

—
三
島
や
そ
一

(
1
7
3
6
)
 

ー
浅
田
め
ん
―
|
—
橋
本
ま
っ
一
高
坂
お
つ
一

(
1
6
5
4
)
(
1
6
6
8
)
（
1
6
9
5
)
 

ー
吉
沢
か
う
一
ー
ー
板
花
さ
つ
一

(
1
6
6
0
)
（
1
6
6
7
)
 

ー
牧
野
ぞ
ん
「
—
ー
牧
野
し
ゅ
ん
一
ー
ー
牧
野
ぞ
ん
一

(
1
6
6
3
)
（
1
6
9
6
)
（
1
7
1
6
)
 

出
田
き
く
一

(
1
7
4
5
)
 

一
ー
浦
井
勾
当

ー

川

崎

き

ゃ

う

一

ー

大

塚

珍

一

岡

杉

勾

当

緒

方

さ

え

一

(

1

6

6

1

)

（

1

6

8

7

)

（

1

7

5

8

)

 

ー
藤
山
ゆ
さ
一

(
1
7
1
2
)
 

ー
村
山
ぜ
一

(
1
7
1
2
)
 

ー
村
山
に
一

(
1
6
8
8
)
 

ー
松
氷
は
い
一
ー
—
八
重
崎
こ
よ
一

(
1
7
1
2
)
（
1
7
3
1
)
 

桐
沢
妙
一
谷
浦
も
う
一
ー
|
谷
沢
ゆ
ふ
し
一

ー
松
岡
勾
当
頂6
8
7
[ー
ニ
い
、
い
，
）
（
1
7
5
9
)
1
い
い
』
〗
―
9
)

(

1

7

0

0

)

-

(

1

7

5

8

)

 

ー
大
野
勾
当
都
筑
か
い
一
ー
ー
津
川
つ
一

(
1
7
4
5
)
（
1
7
7
5
)
 

m9
前
田
流
平
曲
家
の
系
譜
ー
「
三
代
関
』
の
記
述
を
中
心
と
す
る
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波
多
野
・
前
田
両
流
平
曲
の
消
長
（
奥
村
）

＾
平
家
語
本
は
或
種
の
稽
古
本
と
見
な
さ
れ
る
事
、
平
家
語
本
は
秦
音
曲
紗
と
ご
く
親
し
い
関
係
の
譜

本
（
恐
ら
く
は
秦
音
曲
紗
の
底
本
）
か
ら
の
抜
幸
本
で
あ
る
ら
し
い
故
、
そ
れ
ら
と
同
種
の
先
行
譜
本
が
他
に
も
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
事
＞

な
ど
か
ら
し
て
、
初
期
波
多
野
流
で
は
、
こ
の
種
の
譜
本
が
か
な
り
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

前
記
拙
稿
で
も
述
べ
た
如
く
、

十
四
年
粟
屋
右
近
写
、
山
口
県
立
図
書
館
蔵
）

『
平
家
語
本
』
に
酷
似
し
て
い
る
と
い
う
事
だ
ろ
う
。
即
ち
秦
音
曲
紗
が
全
く
の
孤
立
的
存
在
で
あ
る
な
ら
ば
、
波
多
野
流
譜
本
と
し
て

本
文
詞
章
や
譜
記
に
い
ろ
ん
な
特
異
性
を
示
す
秦
音
曲
紗
も
、
＾
ご
く
影
の
薄
い
一
時
的
存
在
で
あ
り
、

の
で
な
い
か
¥
と
い
う
よ
う
な
事
に
も
な
り
か
ね
な
い
わ
け
だ
が
、
右
記
平
家
語
本
と
の
相
似
性
と
い
う
事
実
が
、

一
掃
し
得
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。

〔

2
〕

め
て
）
を
物
語
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〔

1
〕

以
上
「
波
多
野
流
は
最
初
か
ら
全
く
ふ
る
わ
な
か
っ
た
」
と
い
う
通
説
を
批
判
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、

譜
本
の
多
様
性
と
い
う
事
か
ら
初
期
波
多
野
流
の
盛
況
を
想
定
し
た
旧
稿

方
に
連
る
。
そ
こ
で
は
「
波
多
野
流
譜
本
は
い
ず
れ
も
同
文
同
譜
」
と
す
る
通
説
（
創
元
社
『
平
家
物
語
講
座
口
』
1
2
4
頁
渥
美
か
を
る
氏
・
勉
誠

社
刊
『
波
多
野
流
節
付
語
り
本
因
』

821
頁
同
氏
・
大
学
堂
書
店
刊
『
平
家
正
節
の
研
究
』

4
5
.
7
6
頁
山
下
宏
明
氏
等
々
）
を
批
判
し
て
、
波
多
野
流
（
特

に
初
期
の
）
譜
本
の
多
様
性
を
論
じ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
譜
本
の
改
訂
と
い
う
事
は
、
当
然
、
そ
の
流
派
の
盛
況
（
晴
眼
者
へ
の
普
及
等
も
含

沈
滞
し
き
っ
た
流
派
で
は
、
詞
章
や
曲
節
を
次
々
改
訂
し
て
行
く
よ
う
な
積
極
性
が
な
い

は
ず
な
の
で
あ
る
。

所
で
右
記
拙
稿
の
場
合
、
波
多
野
流
譜
本
の
多
様
性
に
関
し
て
先
ず
と
り
上
げ
た
の
は
、
未
紹
介
の
譜
本
『
秦
音
曲
紗
』
（
享
保

で

あ

る

が

、

こ

の

秦

音

曲

紗

が

、

同

じ

山

口

県

立

の

文

書

館

蔵

波
多
野
流
譜
本
の
多
様
性
に
関
し
て

こ
れ
は
当
然
、
波
多
野
流

（
『
平
曲
譜
本
の
研
究
』

30
頁
ー
や
『
文
学
研
究
』

79
集
等
）
の
考
え

そ
こ
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、

実
用
面
で
の
使
用
は
稀
だ
っ
た

そ
の
よ
う
な
杞
憂
を

15 



責
由

,`ク、

貸
翠
忍
肉
嬰
貫
永

呉

乳
困
責
貸
哀
望
令

祝
巖
没
鼻
笑
魯
貸

k
恢
佼
曼
｀
讐
歪
屡
農

A
 
冴
心
房
鋲
逢
ふ
3
奇
5

ま

秦
音
曲
紗
巻
七
下

(81ー

87
頁
）
「
青
山
」
の
章
段

〔

3
〕
本
稿
で
は
そ
の
辺
の
事
情
を
詳
述
す
る
遍
が
な
い
が
、
以
下
と
り
あ
え
ず
、
前
記
秦
音
曲
紗
と
平
家
語
本
と
の
酷
似
性
を
具
体

的
に
示
す
為
、
「
青
山
」
の
章
段
を
例
と
し
、
秦
音
曲
紗
巻
七
下
及
び
平
家
語
本
巻
十
四
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
を
影
印
し
て
掲
げ
る
事
と
し

た
い
。
右
記
両
書
の
酷
似
性
は
、
こ
れ
ら
を
対
比
的
に
見
て
頂
く
事
に
よ
り
、
万
言
の
辞
を
費
す
よ
り
も
明
ら
か
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
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平
家
語
本
巻
十
四

(25ー

40
頁
）
「
青
山
」
の
章
段

ぞ

，

v

t

1
立
1
け

少
嘉

兄

，

‘

,

ー

し

炒
綬
及
負
J

〈
k

叱
ン
”
人
位
腐

9
4
9
‘

／

ク

、

彩
屠
r仰
シ
＼
↑
ら
さ

t‘

?
i
9化
ぶ
Y
が
ら
復
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